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平成１９年 政令市「新潟市」が誕生 
おもな出来事、これまでの成果 

■政令市新潟誕生 （２００７） 
  ●新・新潟市総合計画 
  ●区自治協を設置、コミ協が結成 

■Ｇ８労働大臣会合 （２００８） 

■大観光交流年 （２００９） 
  ●天地人、水と土の芸術祭、新潟国体 

■ＡＰＥＣ食料安全保障担当大臣会合 
                 （２０１０） 

■環境モデル都市に選定 （２０１３） 
  ●都市と農村の連携、田園都市の視点 

■文化芸術創造都市部門で 
       文化庁長官表彰 （２０１３）     

政令市７年のふりかえり ～おもな出来事～  
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 ■学校耐震化 （平成２７年度 完了予定） 

政令市７年のふりかえり ～安心・安全、助け合い～ 

平成２０年４月 平成２６年４月 

校 舎 ４６．０％ ９４．５％ 

体育館 ５５．６％ ９９．６％ 
大形中学校 （東区） 

 ■特別養護老人ホームの整備 
         

平成１９年度 平成２５年度 

施設数 ４２施設 ７１施設 

定 員 ３,２４８人 ４,７３８人 特別養護老人ホーム 
  美咲の里 （中央区） 

 ■新潟を防災拠点へ 
         

政令市７年のふりかえり ～日本海拠点、田園文化～ 

● 東日本大震災をうけて 

● 日本最大級の救援センター 

● 日本海国土軸の形成 

 ■がんばる農家支援事業        

平成２０年度 平成２６年度 

予 算 ８千万円 ３億５千万円 

● 意欲を持って農業に取り組む 
  農業者を支援 

 ■特色ある区づくり予算 
         

 ■地域教育コーディネーターの配置 

 ■経営革新度ランキング  

政令市７年のふりかえり ～市民主権都市～ 

平成１９年度 平成２６年度 

予 算 約１億２千万円 ２億円 

 

２６年度 ４,０００万円 
（各区 ５００万円） 

区自治協議会 
提案事業 

平成１９年度 平成２６年度 

実施校 ８校 
（パイロット校） 

１７２校 
（市内全校） 

ものづくり教室 
（東中野山小学校） 

総合 全国９位 透明度 全国１位 市民参加度 全国８位 

調査時点：平成２５年１０月１日現在 
対象：全国８１２市区 （有効回答数７８４市区） 
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人口減少・少子・超高齢化への対応 
新潟のミッション 

将来推計人口 
（国立社会保障・人口

問題研究所） 

 メガトレンド  

 ■ 「人口減少・少子・超高齢化」の急速な進行    

2020 2010 2030 2040 

生産年齢人口 
（１５～６４歳） 

年少人口 
（14歳以下） 

約６万人増 

約１６万人減 

約４万人減 

高齢者人口 
（６５歳以上） 

103,398 88,644 72,519 63,220

519,787

459,236
418,861

355,904

188,716
235,169

240,918

249,221

811,901
783,049

732,298
668,345

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000
（人） 2040年には約14万人減少 

 人口減少・少子・超高齢化への対応 

持続可能なまちづくりへ 

 ■ 人口減少を緩やかに 
    （ターゲットを絞った人口対策） 

０歳 

●子どもを産み育てる環境整備 

●大学、専門学校、 
     外国人留学生への支援 

● Ｉターン・Ｕターン、  
      新たな成長産業の育成 

●女性、元気な高齢者、障がい者、 
   ひきこもりの方などの社会参加 

１８歳 ２２歳 ３０歳～ 
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■拠点性 
  ３.１１大震災で救援拠点 
  東アジアへの玄関口 
  国内流通網の 
        日本海側拠点 

■大農業都市 
  耕地面積 （田） １位 
  農業産出額   ３位 

■食関連産業の集積地 
  食料品 
   製造出荷額 ６位 
   関連企業数 ７位 

新潟のポテンシャル 

 新潟のミッション 

 
●国土強靭化、防災救援首都 

●国家戦略特区、 
        ニューフードバレー 

●環日本海ゲートウェイ、 
  エネルギー拠点、創業活発化 

我が国におけるミッション 

 
●人口流出を食い止め、 
  人口流入を増やす 

●拠点性を活かし、 
  圏域発展を先導する都市 

県都としてのミッション 

背
景 

Ⅰ．ニューフードバレー特区 

Ⅱ．環日本海ゲートウェイ特区 
Ⅲ．簇業特区 
      そうぎょう 

新潟市の提案 

 エネルギー戦略特区 
    （県・上越市・聖籠町と共同提案） 

 国家戦略特区 

 ■国家戦略特区 （農業・雇用分野） に指定 
         ● 農地の集積、耕作放棄地解消 

● 経営基盤強化、６次産業化推進 

● 雇用拡大 （ベンチャー支援） 
３月２８日指定を受けての会見 

安倍政権の 
看板政策 

国家戦略特区 

国土強靭化 

■世界の農業・食品産業の拠点を創出 
■多様な農地利用の推進、調和のとれた土地利用 

取組みに必要な 

（国） 

農地の集積、耕作放棄地の解消 
６次産業化、革新的農業の展開 
農業ベンチャーの創業支援 など 

革新的、先進的な次世代型農業の推進 
担い手への農地の集積と集約化が加速 
生産コストの削減、民間投資の活性化     
農家レストランなど６次産業化、農商工連携推進 
付加価値の高い食品開発の推進       など 

さ
ら
に
推
進 

 新潟ニューフードバレー特区 

課 

題 

 国家戦略特区 
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３つの都市像とそれを支える土台 
新潟を拓く１０大プロジェクト 

 平成２６年度当初予算 

一般会計予算

３,６６３億円 

次のステージへの 

橋渡しの年 

 新潟を拓く１０大プロジェクト 

本
市
の
個
性
・強
み
を
さ
ら
に 

引
き
出
す
象
徴
的
な
取
組
み 

① 防災・救援首都 

② 食育と全小学生の農業体験 

③ ニューフードバレー 

④ 持続可能な公共交通体系を構築 

⑤ まちなか再生・都心軸の明確化 

⑥ 在宅医療・介護の充実 

⑦ 障がい者施設・雇用の充実 

⑧ 航空機部品産業の本格育成 

⑨ 創造都市づくり 
  食のユネスコ創造都市ネットワーク登録 
⑩ 新潟にふさわしい新しい都市制度確立 
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安心安全の土台を強化 

 新潟地震５０周年事業 

新潟地震５０周年 第２回実行委員会 

◆新潟地震の教訓を生かし、市民一人ひとりが 

  災害を自分のこととして認識・行動する、 

  防災力の高いまちづくりを実現する。 

■ 防災フェスタ （古町モール） 

■ 新潟地震５０周年 
   シンポジウム （朱鷺メッセ） 

■ 防災訓練 
   （県・市総合防災訓練、全市一斉地震対応訓練） 

安心安全の土台を強化 ～教訓の継承～ 

 ６月１４～１６日（コア事業） 

■想定される津波浸水の 
  様相に基づき、 
  ４つの地域に分類 

■津波ハザードマップを 
   公開 （平成２６年３月２７日時点） 

安心安全の土台を強化 ～身近な安全度の向上～ 

沿岸・沿川地域 （緊急） 

河川遡上地域 （早期） 

低平地浸水地域 （長期湛水） 

避難者受け入れ地域 

 津波対策の推進 

 災害時情報伝達の拡充 

■新型同報無線の整備 

■津波対策における情報   
  伝達手段の強化 
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■除雪委託業者への 
  機械購入補助 

■安定的な除雪体制の確立 

安心安全の土台を強化 ～防災体制の充実～ 

 除雪機械購入の補助 

 災害時応援協定 

■さいたま市と危機発生時に 
  おける相互応援協定を締結 
 ●受け入れ側の公共施設などに 
  被災側の臨時窓口を設置 

 ●ホームページでの情報発信に協力 など 

10大プロ 

３月２５日 協定締結の様子 

平成２５年１２月１９日 
除雪機械操作技能研修会の様子 

より充実した 
応援内容 

  

助け合い政令市 
にいがた 

助け合い政令市にいがた ～在宅医療・介護の充実～ 

医療 

住まい 

介護 
連携・一体化 

■ 在宅医療提供体制の構築 

■ 医療・介護等多職種間ネットワークを強化 

■ 地域コミュニティ協議会による見守り活動等の支援 
  ⇒ 「要支援」 対象の方の掘り起し 

■ 介護予防に「にいがた総おどり」を活用 

２０４０年 

約４９万人分の 

看取りの場所が 

不足する見込み 

「地域包括ケアシステム」 構築元年 10大プロ 
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助け合い政令市にいがた ～障がい者支援～ 

■障がい者チャレンジオフィス事業 
◆ 「こあサポート」を核とした就労支援 

■ 地域生活への移行を支援 
◆ グループホームの整備促進 
◆ 強度行動障がい者用グループホームの 
  整備・充実 

■障がい者雇用推進融資事業 
◆障がい害者雇用に意欲のある中小企業者を支援 

 匠カフェ・お弁当センター（西堀ローサ内） 
 パソコン教室の準備 ⇒ １００人の雇用創出をめざす 

（株） アイエスエフネットライフ新潟 

雇 

用 

施 

設 

10大プロ 

■住み替え・福祉活動・文化活動のリフォーム 
◆世帯ニーズや活動目的に合った空き家の活用 

助け合い政令市にいがた ～空き家対策～ 

 地域が取り組む空き家活用への支援 

 空き家活用のためのリフォーム支援 

■調査研究・空き家活用・跡地活用への支援 
◆空き家マップ作成などの活動支援 
◆交流施設や広場への改修・取り壊し費用の 
  一部を補助 

市内の空き家率 

４．６％ 
Ｈ２４・２５年度 
サンプル調査 

管理不全の空き家を減らし 
適正な維持管理を図る 

  

日本海拠点都市 
にいがた 
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日本海拠点都市にいがた ～拠点性の向上～ 

 新潟空港の機能向上・利用促進 

年 間 
利用者数 

■国内線で順調な伸び 

１００万人突破 
（２０１３年度 速報値） イメージ 

乗降客数  約１４１万４千人 （２０１１年） 

コンテナ取扱量  約１８万５千ＴＥＵ 

新潟東港 
（国際コンテナターミナル） 

 国際拠点港湾・総合的拠点港         

■コンテナ取扱量、乗降客数 
  本州日本海側の港では最大 

２０１３年 
速報値 

 
 

 
 

 
 

■新たな交通システムの導入 
  第１期ＢＲＴ （新潟駅～青山間） の 
  Ｈ２７夏前開業に向けた整備 

■生活交通の確保維持・強化 
  区バス・住民バスへの支援拡充 
  デマンド交通の社会実験 など 

■都心アクセスの強化 
  南区方面の深夜バス運行 
  「シニア半わり」 拡充 など 

日本海拠点都市にいがた ～持続可能な公共交通～ 

10大プロ 

試乗会で走行する連節バス 

■まちの個性を活かした魅力づくり 
  歩いて楽しいまちなかへ 

古町芸妓 

■新潟駅万代広場の部分整備 
   （Ｈ２７夏前供用開始） 

■都心軸・萬代橋周辺エリア賑わい空間の創造 

雇用の拡大、居住・交流人口の増加 

万代 古町 新潟駅 

万代広場部分整備（イメージ） 

日本海拠点都市にいがた ～魅力あふれるまちなかに～ 

10大プロ  まちなか活性化 

 都心軸の明確化 10大プロ 
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旋盤機械 （イメージ） 

■南区白根北部第２工業団地に 
  中小企業向け共同工場を建設 

■金属加工業の底上げ、雇用拡大 

10大プロ 

日本海拠点都市にいがた ～新しい産業の育成～ 

 航空機産業の集積 第２弾 

 中小企業パワーアップ設備投資応援補助金 

■市内の工場等に設備投資を 
  行う中小企業者 

機械取得に要する経費 ２０％ 
         限度額 ２００万円 

  

田園文化都市 
にいがた 

■生産、加工・開発、販売を一体的に支援 

田園文化都市にいがた ～農業・食品産業の拠点～ 

 ニューフードバレー 

 
 

農産物の加工・マーケティ
ングなどの技術支援 

 

 
６次産業化支援の拠点 

としてサポート機能を充実 

農業活性化研究センター アグリパーク 

連動して取り組みを推進 

新潟ＩＰＣ財団ビジネス支援センター 

食品企業の商品開発・販路開拓を支援 

10大プロ 

国内・海外販路拡大支援 食品循環ループの強化 
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◎農業活性化 
  研究センター 食品加工支援センター 

直売所 

研修施設 （教育ファーム） 

生産拡大 
加工支援 

販路拡大 

付加価値向上 担い手育成 

田園文化都市にいがた ～食と花の新潟を 
      支える基盤づくり～ 

イメージ 

こども創造センター 

動物ふれあいセンター 

食育・花育センター 来場者 

１５１万人 
達成 

 食と花の交流センター 
 （庭園・直売所・レストラン） 

６月２１日グランドオープン 

 アグリパーク 

 いくとぴあ食花の整備 

６月２８日オープン 

＋ 

田園文化都市にいがた 

 新潟発 わくわく教育ファーム 10大プロ 

～食育と全小学生の 
      農業体験学習～ 

学校教育田 
学校教材園 

アグリパーク 
全国初の公立 
教育ファーム 

いくとぴあ 
食花 

全ての小学生に農業体験を 
「アグリ・スタディ・プログラム」 

地域の農家 
（生産現場） 

■新潟の食文化を世界に発信 

■           食文化 （ガストロノミー） 分野での年内の 
 認定を目指し申請中 

日本初  

認定都市等との交流 

認定に伴う周知・ 
   機運醸成 米を中心とした豊かな食文化 

田園文化都市にいがた ～食文化創造都市～ 

 食のユネスコ創造都市ネットワーク登録  

ネットワークを生かした 
交流人口拡大、産業等の振興へ 

10大プロ 
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■食や花、踊りや音楽、潟文化 
   などにより新潟の魅力をアピール 

■新たな魅力の創造 
 ○新潟うまさぎっしり博２０１４ 
 ○ＡＲＴ ＭＩＸ ＪＡＰＡＮ 
 ○ラ・フォル・ジュルネ新潟２０１４ 
 ○萬代橋プロジェクションマッピング 
 ○潟キャンペーン  など      

うまさぎっしり博 

新津鉄道資料館 

かめだ梅の陣 

ラ・フォル・ジュルネ 

田園文化都市にいがた 

 交流人口の拡大に向け 

～新潟デスティネーション 
         キャンペーン～ 

■新津鉄道資料館 
７月１９日 グランドオープン 

田園文化都市にいがた ～水と土・環境～ 

 水と土のシンボル 

 スマートエネルギーシティ 

■エコ住宅・エコリフォームの促進 
  住宅の再生可能エネルギー設備 
  導入・省エネ化を推進 

■商店街の街路灯 （ＬＥＤ灯） の 
  電気料補助 

■潟の自然環境や歴史、暮らし 
  文化などを掘り下げ、活用・ 
  情報発信 ⇒ 新潟の誇りに 

■潟環境研究所の新設 （４月～） 

鳥屋野潟 

福 島 潟 

  

市民主権都市 
にいがた 
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 ■新潟にふさわしい新しい都市制度確立 

地域（区）における自治の深化に向けて 

市民主権都市にいがた 

 区民との協働 

 区役所の権限・組織 

 教育委員会 

区
政
の
創
造 

■市民が主役となる自治の実現 

■行政区による主体的なまちづくりの実現 

■子どもに身近な地域で教育に責任を 
   持てる体制の構築 

10大プロ 

 区民との協働 

 

■ 地域とともに新たな支援 
  方法を検討 

■ 自治協活動の市民への 
  周知を強化 ⇒ 広報紙等 

■ 自治協委員研修会を 
   充実 ⇒ 各区で実施 

 

■ 地域とともに新たな支援 
    方法を検討 
  ⇒ 放課後児童クラブの 
       モデル実施 （Ｈ２６～）   

■ まちづくりセンター機能の充実 

■ 人材育成・発掘の仕組み作り 

区自治協議会との協働 コミュニティ協議会との協働 

市民主権都市にいがた 

 区役所の権限・組織 

■区役所の財源等の強化 （区づくり予算の増額） 

■公募区長の登用 （北区、秋葉区、西区、西蒲区） 

 

  教育支援センターを全区に設置 

 教育委員会 

２人で１区、 
１人の委員が２区を担当  
（平成２６年度は４人で１区、 
   １人の委員が４区を担当）  

地域連携 教育窓口 教育委員サポート 

市民主権都市にいがた 

 

教育委員の増員 

６人 → ９人 

教育委員の担当区制 

教育事務所の再編 
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「安心政令市にいがた」の成熟期に向けて 

政
令
市
７
年
の 

 
 

ふ
り
か
え
り 

新
潟
市
を
取
り
巻
く 
 
 

 
 

 
 

課
題
認
識 

次期総合計画の策定 

次
の
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た 

 
 

 

橋
渡
し
の
取
り
組
み 

新
潟
市
の
新
た
な 

 
 
 
 

ス
テ
ー
ジ
へ 

     次期総合計画 （平成２７年度～） 

 新潟市の新たなステージ ～次期総合計画～ 

「人口減少・少子・超高齢化」からみた課題認識 

持続可能なまちづくり 

新潟のミッション 
市政創造・ 
自治の深化 

区ビジョン 

まちづくり 
計画 

持続可能な財政運営 
（ファシリティマネジメントなど） 

行政 
 
 

 新潟市の新たなステージ ～次期総合計画～ 

次期総合計画の策定 （～Ｈ２７年３月） 

議会 
 
 

市民 
 
 

政令市にいがたの新たなステージ （Ｈ２７年４月～） 

区自治協議会等、ワークショップ 
パブコメ、アンケート  

総合計画特別委員会 
内容を議論 

市民意見確認、計画案作成、 
議会報告 
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区の 

予算 


